
２０２６年度 明治大学図書館情報学研究会主催シンポジウム 

 

テーマ： 「総合的な探究の時間」における学校図書館の活用の意義と実際 

 

日程： 2026 年 11 月 7 日（土）10:50～12:30 

場所： 駿河台キャンパス リバティタワー 15 階 1153 教室 

 

10:50～10:55  開会の挨拶 

10:55～11:45 「探究における学校図書館の活用の意義と理論」（仮題）  

堀川照代先生（前放送大学客員教授） 

11:45～12:10 「探究における学校図書館活用の実践事例」（仮題） 

           浅見和寿先生（埼玉県立朝霞高等学校教諭） 

12:10～12:30  質疑応答 

 

概要： 

 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）「総合的な探究の時間」では，学習の基盤と

なる資質・能力（言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に

対応して求められる資質・能力の育成のために教科等横断的な学習の充実，主体的・対話

的で深い学びが求められている。探究過程の重要な段階が情報の収集・選択・活用であ

る。この情報の収集・選択・活用の段階においてインターネット情報源への志向が強まる

中で，信頼性が保証された図書を中心とする図書館情報資源を備える学校図書館は，生徒

の情報の収集・選択・活用能力を育成する「情報センター」としての機能を担う中核的な

施設である。そこで，本シンポジウムでは，知識資源としての図書資料を中心とする情報

資源を体系的に組織し提供する学校図書館を活用した探究の意義と実際を取り上げ，図書

館を活用した深い学びについて検討する。 

 ※事前申込が必要です。参加無料 

学生以外の方の申込締切：10月29日(木) 

申込先・問合先 shisyo@meiji.ac.jp 

 


